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3) Chang and Smyth 〔5〕はＭｙ＜Oを一方Goacher〔6〕はMy>0を採用
　　している。
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　　166を参照されたい。
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量乗数についての分析はみられない。最後にChang and Smyth 〔5〕は彼
等の体系の大城および局所的安定性の分析にのみその努力を集中している。
　以上言及した諸文献の特徴をふまえて，本稿では富効果を考慮し，内生
的貨幣供給関数を採用し，一般的な政府予算制約式を前提として，体系の
安定条件を十分念頭におきながら，財政，貨幣政策の有効性の問題を究明
する。
　2.モデルおよび安定条件
　ここでの経済体系は次の二式からなる。
　　　内生的貨幣供給関数と
　　　　　　　　財政・貨幣政策の有効性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉岡守行
。１．はじめに
　まず，マクロの一般均衡理論の分野での，本論文に関連する主要な既存
文献の特徴についてふれ，ここで取り上げる問題の所在を明らかにする。
　Cebula〔2〕は消費の利子率に対する絶対価弾力性が正であるとする
Weber (19]の研究成果と，投資の利子率に対する絶対偏弾力性が正である
というYarrow [20}の主張を採用して，安定条件を考慮しながら，政府支
出の増加は国民所得を増大させ，貨幣供給量の増加は国民所得を減少させ
るということを証明した。すなわち国内における完全雇用を達成するため
の政策手段としては，財政政策の方が貨幣政策よりも優れているというこ
とを示した。しかし政府の予算制約式を無視していた。
　これにたいしてＷａｎｇ㈲は貨幣供給量の国民所得にたいする増大効果
は, Cebula〔2〕と同じく負となるが，政府の予算制約式をモデルに導入し
たときは，政府支出増加がすべて租税増加に｡よってまかなわれる場合には，
国民所得にたいする政府支出乗数の値は１より大であり，一方政府支出増
加がすべて貨幣供給量の増加によってまかなわれるケースでは，国民所得
にたいする政府支出乗数の値の正，負は確定できないとした。
　またCebula〔3〕はWang [18]の採用した政府の予算制約式の不備な点
を指摘した。
　以上言及した各モデルは，いずれも貨幣供給量を外生（独立）変数とし
ている。短期の7S¬£訂モデルにおいて，貨幣供給量を内生（従属）変
　　　　　　　　　　　　－198（1）一
